
ネオベルトＮＳＰ
～３つの機能を兼ね備えたブチルゴム系ベルトシーラー～

基本性能

・粘着性

・高い防湿性

・柔軟性・可塑性

ネオベルトとは

・押し出し機にて成型。射出する口金の
形状を変えることで
サイズを自由に決めることができます。

製品形状



∗ ３つの機能性

・熱伝導性→１．２０Ｗ/ｍ・ｋ（プローブ法）

熱効率の向上（点接触⇒面接触）

・難燃性→燃焼を続けない（JIS C ３００５）

燃焼を継続しない（自消性）

・体積抵抗率→８．９×１０１４Ω・ｃｍ（JIS K ６９１１）

電気機器の周辺にも使用可能

三つの機能を兼ね備えたブチル系ベルトシーラー

ネオベルト ＮＳＰ

ネオベルトＮＳＰの熱伝導性①

プローブ法とは
熱伝導率の既知の断熱性の物質と測定したい試料とで
ヒーター線を挟み込み、一定の電力と時間で
上昇した温度から熱伝導率を測定する方法です。

品名 熱伝導率

ネオベルトＮＳＰ １．２０（Ｗ/Ω・ｃｍ）

弊社標準品（ネオベルト
ＰＣ）

０．６（Ｗ/Ω・ｃｍ）

従来品の２倍



ネオベルトＮＳＰの熱伝導性②

試験方法：200mlの鉄製容器の外周に5㎜厚みの試料を貼り付け、試料表面に熱電対を
固定する。鉄製容器内に沸騰水を入れ、10秒間隔で熱電対による温度測定を行う。

ネオベルトＮＳＰの難燃性

ネオベルトＮＳＰ → 燃焼をつづけない。



ネオベルトＮＳＰの絶縁性

ＪＩＳ Ｋ ６９１１
108～1016Ωの絶縁体の抵抗率測定。
円形電極の間で絶縁抵抗計により電気抵抗を測定し、
電極形状から体積抵抗率及び表面抵抗率を求めます。
測定方法：500Vを電極間に印加し、1分後の抵抗値を測定します。

ネオベルトＮＳＰ
体積抵抗率・・・8.9×1014Ω・ｃｍ

ネオベルトＰＣ
体積抵抗率・・・１×１０13Ω・ｃｍ

ネオベルトＮＳＰの位置づけ

弊社ネオベルトラインナップ

一般品(絶縁性)・・・ネオベルトＰＣ

高比重ベルト・・・ネオベルト Ｚ２０

熱伝導性ベルト・・・ネオベルト ＨN

難燃性ベルト・・・難燃ベルト

ネオベルトＮＳＰ

・熱伝導性

・難燃性

・絶縁性



ＮＳＰの使用用途例①

・熱伝導性・・・熱伝達部の点接触を面接触にして熱効率の向上に役立ちます。
また、やわらかく変形しどんな形状の隙間にも使えます。

例）床暖房の隙間埋め

ネオベルトＮＳＰ
熱源

ＮＳＰの使用用途例②

ネオベルトＮＳＰ

冷凍室と冷蔵室間のセンタークロス部は、庫内の温度差により結露しやすくなります。
露を蒸発させるために内側から熱気を通したパイプあるいはヒーター線で加熱します。
その際、熱伝導性の優れたネオベルトＮＳＰを用いて、線による加熱から面による加熱に
換し熱効率を上げることができます。


